
将来降雨：MRI-NHRCM05、 RCP8.5、 21世紀末
将来潮位：IPCC第5次報告書を参考に+90cmと設定

200年確率降雨。降雨パターンについては、現況降雨は3
パターン（降雨波形別）、それに潮位の条件を3種組み合
わせて計9ケース、将来降雨は4パターンに潮位3種で計12
ケース検討した。それらのピーク時湛水量が最大となっている
ケースについて結果を示す。
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成果

【人工林のピーク流出低減効果】

• 一般的な針葉樹人工林である白川谷森林試験流域の現状を、スギの針広混交林のへ林
相転換することで、洪水ピーク流出高は、約12%減少する。

【窪地地形（低平農地）の湛水量（湛水面積）】

• 調査エリアおいて、降水量の増加により、対象エリアの窪地における湛水量は、現在と比
較して1.1倍程度となる可能性がある。降雨に加えて潮位が変化する場合の影響は、ピー
ク時湛水量の増加は約2倍となる。

• 湛水面積のうち、約90%は水田であり、宅地化により湛水可能な水量が減少すると考えら
れるため、水田の保全が前提となる。

• 一方、水田の湛水深は0.3ｍ以上となる場所もあり、農作物への影響も懸念される。

【Eco-DRR実装のためのインセンティブに関する調査】

• ナベヅルの餌場適地（想定浸水域とほぼ同地）を対象とし、飛来地と景観構造との関連、
ナベヅル飛来に関する農家の現状意識および課題について明らかにした。

• また、低平農地（水田）における希少種の存在の有無と内水氾濫時の浸水特性との関係
性を明らかにした。

課題
• 徳島県の調査地および特定の降雨波形での予測結果であり、降雨波形や確率雨量、降雨

波形と潮位変動の位相の関係などにより結果は異なる。また、人工林については、地形、
地質、土壌層の厚さ等のほか、渇水緩和機能や砂災害防止機能等への影響も配慮する
必要がある。

• また、将来における土地利用変化や植物の生長へ気候が及ぼす影響については考慮さ
れていない。

0                              24                             48                            72                            96(hr)  
0

20

10

流
出
高
(m
m/
hr
)

白川谷現状モデル
（針葉樹単一林・1500本/ha程度（間伐率
30%））
Max 15.4mm/hr

白川谷林相改善モデル
Max 13.6mm/hr

【針広混交林データ】
・1700本/ha程度
（間伐率15%～20%）
・Max 9.4mm/hr

林相改善による洪水流量低減効果
（MRI-NHRCM05、 RCP8.5、 21世紀末、

200年確率降雨（（後方集中型））

61.2 56.3
29.3

166.4 173.1
205.3

18.8 20.5 20.10.9 1.2 5.5

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

現況降雨＋現況潮位将来降雨＋現況潮位将来降雨＋将来潮位

浸
水
面
積
（

ha
）

農地0.3m未満 農地0.3m以上 宅地0.5m未満 宅地0.5m以上

気候変動シナリオに基づく土地利用及び水深別
の湛水量（湛水面積）の変化



5-5 生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）適応策の検討

 適応オプションのまとめ 表．Eco-DRR実装へのオプション

適応オプション
実装手法

想定される実施主体 現状 実現可能性 効果

行政
事業
者・民
間団体

個人 普及状況 課題
人的側
面

物的側
面

コスト面

情報面
（知見/経
験/データ
など）

効果発
現までの
時間

期待さ
れる効
果の程

度

生態系を活用した防災・減災
（Eco-DRR）のさらなる検証・
実証および行政計画等への位置
づけの検討

●
普及が進んでい
ない

・各計画への位置づけの
ためのさらなる科学的
知見が必要（森林）

・各地区における影響評
価等が必要（田）

△ ◎ △
一部
◎

長期 N/A

小さな自然再生型林業の普及 ● ● ―
・効果発揮のためには、
自伐林家以外への普及
方策が必要

◎ 〇 ◎ ◎ 長期 N/A

農地の価値を高めるための認証
制度およびナベヅルの周知・農
法に関する勉強会の開催

● ● ― ・農家、消費者への普及
が必要

△ ◎ △ ◎ 長期 N/A

ハザードマップの更新・公表およ
び50cm以下の表現方法の検討

●
普及率60%／
－（30cmライン
に関する表記）

・公表後、ハザードマップ
の周知が必要

◎ ◎ ◎ ◎ 短期 高

（畦の高さ以下の浸水農地）

多面的機能支払い交付金を活用
した田んぼダムの推進

● ● ●

普及が進んでい
る地域がある

※中国四国では
まだ普及が進ん

でいない

・農家への普及啓発、受
益者と負担者が異なるエ
リアの場合の調整が必要。

◎ 〇 ◎ ◎ 短期 高

（畦の高さ以上の浸水農地）

宅地への被害回避を評価する仕
組み・農地維持支援等の検討

● ● ●
普及が進んでい
ない

・窪地地形の効果を評価
する仕組みや民間開発抑
制等に関する仕組みが必
要

△ ○ △ △ 長期 高
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